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今
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
は
、
た
く
さ
ん
の

モ
ノ
や
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
お
か
げ
で
生
活
は
便
利
に
芯
り
ま
し
た

が
、
そ
の
反
面
、
暮
ら
し
の
中
で
ふ
と
疑
問

に
思
っ
た
り
戸
惑
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
問
題
を

解
決
し
、
県
民
の
消
費
生
活
の
安
定
を
図
る

の
が
、
今
回
ご
紹
介
す
る
富
山
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
で
す
。

中
に
入
る
と
ま
ず
目
に
付
く
の
が
展
示
コ

ー
ナ
ー
。
暮
ら
し
の
中
の
様
々
芯
情
報
が
、

パ
ネ
ル
で
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家

電
製
品
の
テ
ス
ト
結
果
な
ど
も
表
示
し
て
あ

っ
て
、
役
立
つ
生
活
知
識
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

間
凶
凶
凶
出
出
悶
開
回
目

企いろん芯疑問にお答えする消費生活相談コーナー

企 Q&Aコンヒ。ユータ

家電製品の 砂

テスト結果を展示

役立つ情報をパネルで解説 砂

Q

&

A

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ

に
は
衣
食
住
に
関

す
る
情
報
が
ぎ
っ
し
り
。
私
は
、
学
校
で
研

究
し
て
い
る
食
品
添
加
物
の
項
目
を
選
択

し
、
さ
っ
そ
く
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
。
解
説
文

は
と
て
も
分
か
り
ゃ
す
く
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
別
フ
ロ
ア
の
テ
ス
ト
室
に
は
、
衣
類

や
金
属
製
品
の
素
材
を
拡
大
し
て
分
析
す
る

ビ
デ
オ
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
、
食
品
添
加
物

の
成
分
分
析
に
用
い
る
分
光
光
度
計
な
ど
最

新
の
機
器
、
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
商
品
に
対
す

る
い
ろ
ん
芯
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
の
一

つ
に
消
費
生
活
相
談
、
か
あ
り
ま
す
。
相
談
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
相
談
員
の
方
々
が
消
費
生
活

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
芯
ど
の
解
決
を
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
四
千
件
以
上
の

相
談
、
か
寄
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
特
に
最
近

は
、
商
品
の
販
売
方
法
や
品
質
な
ど
の
苦
情

相
談
が
目
立
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ロ

こ
の
よ
う
に
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
か
ら
県

民
の
暮
ら
し
を
育
ん

で
い
る
富
山
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
。
み

な
さ
ん
気
軽
に
訪
れ

て
、
豊
か
で
う
る
お

い
の
あ
る
暮

5
し
づ

く
り
に
役
立
て
て
み

ま
せ
ん
か
。

パ
ソ
コ
ン
通
信
『
俳
句
ネ
ッ
ト
」
同
人

荒
木
一
一
種
さ
ん

「
家
に
い
な
が
ら
に
し
て
、
全
国
の
方
々
と
句

会
が
開
け
る
の
が
魅
力
で
す
ね
。
」
と
語
る
の
は
、

パ
ソ
コ
ン
通
信
F

俳
句
ネ
ッ
ト
グ
シ
ス
テ
ム
の
創
設

者
の

一
人
、
荒
木

一
雄
さ
ん
。

荒
木
さ
ん
が
俳
句
を
始
め
た
の
は
、
会
社
の
俳

句
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
か
ら
。
「
東
京
で
勤
務
し
て

い
た
頃
、
定
期
的
に
聞
か
れ
る
句
会
の
メ
ン
バ
ー

と
、
俳
句
の
魅
力
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
い
い
方
法
は
な
い
か
、

頻
繁
に
話
し
合
っ
て
い
ま
し

た
。
」
技
術
開
発
の
仕
事
を
し
て

い
た
荒
木
さ
ん
は
、
パ
ソ
コ
ン

通
信
を
何
と
か
俳
句
の
普
及
に

利
用
で
き
な
い
か
と
考
え
、
仲

間
と
協
力
し
て
平
成
三
年
に
F

俳

句
ネ

ッ
ト
d

を
開
設
。
「
俳
句
と

パ
ソ
コ
ン
通
信
と
い
う
と
、
無

縁
な
も
の
に
思
え
ま
す
が
、
わ

ず
か
十
七
文
字
の
中
に
膨
大
な

情
報
量
を
持
つ
こ
の
文
学
は
、

あ
る
意
昧
で
高
度
情
報
化
社
会

に
マ

ッ
チ
し
た
も
の
と
も
い
え

る
ん
で
す
よ
。」

全
国
に
い
る
約
六
十
名
の
，
俳

句
ネ
ッ
ト
d

会
員
は
、
締
切
日
ま

で
に
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
に

俳
句
を
打
ち
込
み
、
電
話
回
線
を
使
っ
て
投
句
し

ま
す
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
ラ
ン
ダ
ム
に
並
べ
ら
れ
、

会
員
は
そ
の
中
か
ら
気
に
入
っ
た
作
品
を
選
句
。

そ
れ
が
集
計
さ
れ
て
高
得
点
の
作
品
と
作
者
が
示

さ
れ
る
ほ
か
、
作
品
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
な
ど
も

送
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
従
来
、

句
会
は
、
同
じ
時
間
、
同
じ
場
所
に
人
々
が
集
ま

っ
て
聞
か
れ
る
も
の
で
す
が
、
都
合
が
つ
か
な
け

れ
ば
出
席
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
グ
俳
句
ネ
ッ
ト
d

を
使
え
ば
、
仕
事
の
合
間
や
休
日
に
詠
ん
だ
句
を

送
信
し
て
お
く
乙
と
で
、
時
間
や
空
間
を
超
え
て

句
会
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。
」

今
後
は
、
俳
句
教
室
を
開
い
た
り
、
過
去
の
作
品

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
簡
単
に
引
き
出
せ
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
そ
う
で
す
。
「
今
の
時
代
、
パ
ソ
コ
ン
通
信

は
何
も
特
別
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
俳
句
が

好
き
な
皆
さ
ん
に
は
、
気
軽
に

F

俳
句
ネ

ッ
ト
d

に

加
入
し
て
、
全
国
の
愛
好
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。」

荒
木
さ
ん
は
、
県
が
平
成
五
年
度
か
ら
余
暇
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
募
集
・
認
定
を
行
っ
て
い

る
グ
ゆ
と
り
名
人
'
の

一
人
。
こ
れ
か
ら
も
、
ゆ
と

り
ラ
イ
フ
の
実
践
者
と
し
て
、
富
山
か
ら
俳
句
の

新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ》つ
。

富山県消費生活センター
富山市安住町7-18 安住町第一生命ピル内
宮 0764-32-9233 (消費者110番)

高岡支所
高岡市本丸町7-1 本丸会館内
ft 0766-25-2777 (消費者110番)
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山県福祉力レッジ開校
平
成
十
二
年
(
西
暦
二

0
0
0年
)

の
第
五
十
五
回
国
民
体
育
大
会
の
本

県
で
の
開
催
内
定
を
記
念
し
て
十
月

十
日
、
富
山
県
民
会
館
大
ホ

l
ル
で

「
と
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ

2 

福
祉
・介
護
に
携
わ
る
人
材
養
成
の
拠
点
と
し
て
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
設
す
る
、

「
富
山
県
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
」
の
開
校
式
が
十
月
二

H
、
県
立
中
央
病
院
医
療
交
流
セ
ン
タ
ー

一
階
の
同
カ
レ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
三
浦
文
夫
学
長
が

「高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
福
祉
・介
護
に
携
わ
る

人
材
の
養
成
に
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
三
皆
県
厚
生
部
長
に
よ
る
祝

辞
、
関
係
者
に
よ
る
テ

l
プ
カ
ッ
ト
に
続
い
て
、
参
加
者
た
ち
は
カ
レ
ッ
ジ
内
の
実
習
室
や

研
修
室
、
展
示
室
に
設
置
さ
れ
た
介
護
用
品
や
機
器
を
見
学
し
ま
し
た
。

高
志
会
館
に
場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
た
開
校
記
念
式
典
で
中
沖
知
事
は
「
福
祉
を
担
う
人

材
の
養
成
・
確
保
を
総
合
的
に
展
開
す
る
カ
レ
ッ
ジ
の
活
動
を
全
面
的
、
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
三
浦
学
長
の

「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

の
福
祉
の
課
題
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

同
カ
レ
ッ
ジ
は
従
来
の
健
康

・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
と
介
護
実
習

・
普
及
セ
ン
タ
ー
を
統

合
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
県
民
を
対
象
と
し
た
福
祉
関
連
講
座
や
福
祉
事
業
従
事
者
を
対
象

と
し
た
研
修
等
の
開
催
、
福
祉
・介
護
に
携
わ
る
人
材
養
成
校
に
対
す
る
支
援
、
福
祉
職
場

へ
の
就
労
斡
旋
な
ど
を
行
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
へ
向
け
た
人
材
の
養
成
・確
保
の
中
核
拠

点
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

A興味深〈機器を見学する参加者たち

4
『
初
期
消
火
訓
練
(
安
野
屋
小
学
校
)

屈
富山県総合防災訓練

都
市
型
大
地
震
を
想
定
し
た
県
総
合
防
災
訓

練
が
十
月
三
日
、
富
山
市
一
円
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
震
度
六
の
直
下
型
地
震
が
発
生
し
、
家
屋
の

倒
壊
や
ガ
ス

・
水
道
管
の
断
絶
、
火
災
の
同
時
多

発
な
ど
に
よ
り
都
市
機
能
が
麻
庫
し
た
と
の
想

定
で
行
わ
れ
た
今
回
の
訓
練
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

五
機
、
車
両
三
百
四
十
四
台
が
出
動
す
る
過
去
最

大
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
の
実
施
訓
練
に
は
、
一
般
県
民

約
六
万
人
が
参
加
。

c
i
C
ビ
ル
前
で
は
、
実
際

が

れ
き

に
瓦
礁
に
生
き
埋
め
に
な

っ
た
人
の
救
出
訓
練

が
行
わ
れ
、
緊
迫
感
あ
ふ
れ
る

中
、
救
助
犬
を
用
い
た
負
傷
者
の

発
見
や
救
助
隊
員
に
よ
る
救
出
、

収
容
作
業
が
子
際
よ
く
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
安
野
屋
で
は

内
省

ル
」
が
開
催
き
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
中
沖
知
事
前
川

が

「
二
十
一
世
紀
の
扉
を
開
け
る
に
ふ
切

さ
わ
し
い
富
山
ら
し
い
大
会
と
な
る
よ

巧

向

う
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
河
町

r

大

し
た
後
、
大
会
の
テ
!
?
と
ス
ロ

l
ガ

P
1
Pた

く
み

ン
を
発
表
。
テ
l
マ
は
、
高
岡
市
の
高
校
生
、
工
博
士
さ
ん
の

『二

0
0

0
年
と
や
ま
国
体
』
が
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
砺
波
市
の
会
社
員
、
菅
野
由
紀

子
さ
ん
の

『あ
い
の
風
夢
の
せ
て
』
に
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
、
他
の
入
選

者
と
と
も
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ル
セ

ロ
ナ
五
輪
柔
道
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
吉
田
秀
彦
選
手
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
た
第
二
部
で
は
、
ホ
ス
ト
役
の
落
語
家
立
川
志
の
輔
さ
ん
と
試
合

で
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
後
半

は
、
イ
ン
テ

ッ
ク
ボ

l
卜
部
の
山
下
美
由
紀
選
手
ら
四
人
が
加
わ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
会
場
を
訪
れ
た
約
千
人
の
人
々
は
興
味
深

く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

古
く
か
ら
海
の
幸
を
運
ぶ
風
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
富
山
湾
の

「あ

い
の
風
」
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
集
う
人
々
の
夢
を
乗
せ
、
素
晴
ら
し

い
幸
を
全
国
、
そ
し
て
未
来
へ
運
ぶ
大
会
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

とやまスポーツフェスティパル開催

企中沖知事から表彰を

受ける菅野さん

高
校
生
に
よ
る
幼
稚
園
児
の
避
難

誘
導
、
城
祉
公
園
で
は
ラ
イ
ア
ラ

イ
ン
の
復
旧
訓
練
、
八
人
町
で
は

同
時
多
発
火
災
に
ポ
ン
プ
車
二
十

七
台
が
出
動
し
て
の
消
化
訓
練
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
実
地
訓
練
に
先

立
っ
て
、
午
前
六
時
三
十
分
に
地

震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
行
わ

れ
た
初
動
活
動
訓
練
で
は
、
県
職

員
の
参
集
や
県
災
害
対
策
本
部
の

設
置
訓
練
の
ほ
か
、
阪
神

・
淡
路

大
震
災
で
も
課
題
と
な

っ
た
情
報

収
集
や
指
揮
命
令
系
統
な
ど
が
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
ま
し
た
。

城
祉
公
園
で
行
わ
れ
た
閉
会
式
で
中
沖
知
事

は、

「今
回
の
訓
練
を
活
か
し
、
災
害
に
強
い
街
づ

く
り
を
進
め
た
い
」
と
決
意
を
の
べ
、
訓
練
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

~お副員r]]恒~ 

--

ーーーーーーーー園田・園田・ーーーー・圃園園田園圃_.

平成 7年 9月11日-10月10日

'95公募 日本海美術展 (-----10月22日)

県議会本会議 (提案理由説明)

第 7回全国勤労者綱引大会

センサスレディ市町村長表敬訪問出発式

第32回富山県交通安全県民大会

平成 7年国勢調査

富山県福祉カレ ッジ開校式

都市型震災訓練

(平成 7年度富山県総合防災訓練)

海洋環境モニタリングに関する

ワークショップ (-----6日)

高齢者雇用促進街頭キャンベーン

第 4回暴力追放富山県大会

第11回富山県育樹祭

暮らしの一日教室

第55回国民体育大会内定記念

「と やまスポーツフェス イバル」

g月9日

9月13日

9月17日

9月20日

9月27日

10月 1日

10月2日

10月3日

10月4日

10月6日

10月10日

.--
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本
県
に
は
、
日
本
一
の
伝
承
数
を
誇

る
獅
子
舞
や
豪
華
な
曳
山
な
ど
、
多
彩

な
伝
統
祭
事
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で

は
「
高
岡
万
葉
ま
つ
り
L

や
「
富
山
お

ら
っ
ち
ゃ
祭
り
」
な
ど
、
市
民
の
交
流

を
目
的
と
し
た
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
各
地

に
二
百
五
十
余
の
民
謡
が
あ
り
、
地
域

文化活動の

現状

化の現状

文化基盤の

現状

州
文
化
関
連
教
育

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
県
民
生
涯

学
習
カ
レ
ッ
ジ
を
核
と
し
て
幅
広
い

生
涯
学
習
体
系
が
っ
く
り
だ
さ
れ
て

お
り
、

一
般
教
養
か
ら
、
趣
味
、
消
費

生
活
な
ど
多
様
な
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
民
生

涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
映
像
セ
ン
タ
ー
で

は
、
郷
土
の
映
像
資
料
を
中
心
に
提
供

し
て
い
る
ほ
か
、
放
送
大
学
ビ
デ
オ
学

習
セ
ン
タ
ー
が
平
成
四
年
に
開
校
し
、

勤
労
者
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

特文化の香り高いふるさと富山の実現

集富山県民文化プランの推進

県東部の芸術文化中核拠点砂

新川文化ホール

⑫
文
化
施
設

県
内
の
文
化
ホ
l
ル
や
美
術
館
、
博

物
館
な
ど
の
人
口
当
た
り
の
数
は
、
全

国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。
文
化

ホ
l
ル
に
つ
い
て
は
、

。
友
の
会
。
な
ど

鑑
賞
者
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を

持
つ
も
の
が
複
数
あ
り
、
広
報
活
動
や

自
主
企
画
に
よ
る
公
演
な
ど
、
そ
の
活

動
は
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

美
術
館
に
つ
い
て
は
、
世
界
・
全
国

レ
ベ
ル
の
現
代
美
術
を
集
め
た
県
立

近
代
美
術
館
、
県
民
の
美
術
発
表
や
全
国
巡
回
展
な
ど
が
催

き
れ
る
県
民
会
館
美
術
館
の
ほ
か
、
個
人
や
企
業
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
展
示
公
開
す
る
個
性
豊
か
な
美
術
館
が
各
地
に
あ

り
ま
す
。
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
立
山
博
物
館
や
富
山
市
科
学

文
化
セ
ン
タ
ー
、
魚
津
埋
没
林
博
物
館
、
高
岡
市
万
葉
歴
史
館

な
ど
、
特
色
あ
る
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

図
書
館
、
公
民
館
に
つ
い
て
も
そ
の
整
備
率
は
高
く
、
特
に

公
民
館
は
練
習
、
発
表
の
場
と
し
て
、
県
民
に
身
近
な
文
化
施

設
と
な

っ
て
い
ま
す
。

4 

舎や人々の生活価値観は、

ものの豊かさから心の豊かさヘ移りつつあり、

その実現手段として「文化」の振興に寄せられる期待か

大きくなっています。

価値観の多様化や自由時間の増大、余暇ニーズの高まり、

消費に占める教養娯楽費の摺大、ネットワーク社会の形成など、

合目、文化を取り巻く環境は大きく変化しています。

また、自由時聞を多様な文化活動に活用する女性や、

生きがい獲得の一環として

文化活動に参加する高齢者の増加も見られます。

文化活動は一人ひとりの自由な意志に基づく行為ですが、

そのための基盤整備や地域文化の形成のために

行政が果たす役割は少なくありません。

県では、一昨年、“文他の香り高いふるさと富山の実現"に向け

「富山県民文化プラン」を策定し、様々な文化振興施策を行っています。

ごごでは、本県の文化の現状と県が行う施策の

基本的な考え方について紹介します。

で
熱
心
な
継
承
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
の

音
楽
活
動
も
盛
ん
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
吹
奏
楽
、
ジ
ャ
ズ
や

ロ
ッ
ク
等
、
多
く
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
見
ら
れ
ま
す
。
演
劇

で
は
、
「
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
「
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
演

劇
祭
」
な
ど
国
際
的
に
も
評
価
の
高
い
も
の
や
、
高
岡
野
外
音

楽
劇
「越
中
万
葉
夢
幻
譜
」
な
ど
県
民
参
加
型
の
も
の
が
行
わ

れ
て
い
る
ほ
か
、
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
の
公
演
活
動
や
相
互
交

流
も
盛
ん
で
す
。

⑮
文
化
団
体
・
グ
ル
ー
プ

県
内
の
多
様
な
文
化
団
体
が
集
ま

っ
て
昭
和
四
十
七
年

に
設
立
さ
れ
た
船
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
は
、
展
覧
会
や
公

演
、
国
際
交
流
な
ど
、

芸
術
文
化
全
般
に
わ
た
る
振
興
、
発

展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
昭
和
六
十
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
富
山
県
コ
ロ

ン
ブ
ス
計
画
」
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
イ
ベ
ン
ト

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
(
コ
ロ
ネ

ッ
ト
)
」
へ
の
参
加
グ
ル
ー

プ
は
、
現
在
八
十
を
超
え
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
な
ど
様
々
な

分
野
で
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
事
業
や
学
生
時
代
の
ク
ラ
ブ
活

動
、
民
間
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
な
ど
か
ら
文
化
サ
ー
ク
ル
を

形
成
す
る
動
き
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
拠
点
的
な
公
共
施

設
の
設
置
に
つ
い
て
、
提
案
設

計
、
設
計
競
技
を
取
り
入
れ
、

優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
建
築
物

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
環
境
を
う
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
「
と
や
ま

U
R
U
O
I

会
議
」
を
設
置
し
た
ほ
か
、
県

立
施
設
の
修
景
を
行
う
「
文
化

性
導
入
事
業
」
を
実
施
。
さ
ら
に
、
外
国
人
建
築
家
と
地
元

建
築
家
が
共
同
で
市
町
村
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
建

築
物
建
設
等
を
行
う
「
ま
ち
の
か
お
づ
く
り
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
民
間
施
設
等

の
文
化
性
導
入
に
つ
い
て

は
、
「
う
る
お
い
環
境
と
や
ま
賞
」
を
設
け
、
周
辺
環
境
と
調

和
し
、
優
れ
た
景
観
を
創
出
し
て
い
る
建
築
物
等
の
顕
彰
を

行

っ
て
い
ま
す
。

県の文化性

導入事業

こ
の
ほ
か
、
舞
踏
や
美
術
、
文
芸
に
つ
い
て
も
、
優
れ
た

個
人
、
グ
ル
ー
プ
の
輩
出
は
も
と
よ

0
、
生
涯
学
習
の

一
環

と
し
て
の
活
動
も
活
発
で
す
。

-富山県文化の優劣点 ※該当するすべて選択

( 劣っている ) ( 優れている ) 

「-，一一一一一一I!音楽・美術などの芸術 亡コ--1-[ 
1 怖い、ものの創造性 口

:1 1:文化財などの歴史的遺産:1 ]: 

i 口 伝統的なお祭り・行事など :1

亡コ科学・芸術の発展 口

l i j i ~i 学問などの教育水準 (
華やかな消費文化日 l 

i 口 生活上の知恵・工夫 口 i i 
口 慣 習 ・ 礼 節 il 1 ! 

i--Lii口 その他 !I 1 
(%) 60 50 40 30 20 10 0 0 10 20 30 40 50 60(% 

-富山県の文化に対する評価

平均的である

52.8% 

富山県の文化に関する県民世論調査

(富山県民文化プラン抜粋)

25.7% 
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文化振興のための施策
特文化の軒高いふるさと富山の実現

集寓山県民文化プランの推進

新世紀の文化を

担う人づくり

∞
文
化
活
動
の

裾
野
の
拡
大

身
近
な
文
化
活
動
の
き
っ
か
け

を
提
供
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て

は
、
入
門
講
座
の
充
実
を
中
心
と

し
た
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見

直
し
ゃ
、
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

や
民
間
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
多

く
の
鑑
賞
機
会
の
提
供
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
芸
術
鑑
賞
や
生

活
文
化
交
流
を
平
日
夜
間
に
身
近
な
空
間
で
楽
し
む
生

活
ス
タ
イ
ル
を
提
唱
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
文
化
活
動
に
不
慣
れ
な
人
に
対
し
て
は
、
モ
デ

ル
と
な
る
人
を
身
近
に
示
す
事
」
と
が
効
果
的
で
す
。
県
で

は
、
余
暇
活
動
に
よ
り
自
己
実
現
を
果
た
し
て
い
る
人
々

を
社
会
的
に
評
価
し
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
く
た
め
、
「
ゆ
と
り
名
人
」
の
認
定
を
行
い
、
身
近
な

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

@
明
日
を
担
う
人
材
の
育
成

明
日
の
文
化
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
初

等
・中
等
教
育
に
お
い
て
、
文
化
に
関
す
る
基
本
的
能
力

を
習
得
で
き
る
学
習
体
制
の
整
備
が
必
須
で
す
。
そ
の
た

め
、
専
門
的
教
職
員
の
確
保
や
資
質
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
若
手
芸
術
家
と
青
少
年
が
創
作
交
流
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
等
学
校
の
芸
術
文
化
系
特
別
コ

l
ス
の
充
実

や
、
芸
術
関
連
科
の
設
置
検
討
、
さ
ら
に
は
、
本
県
に
少

な
い
芸
術
文
化
系
の
高
等
教
育
機
関
の
誘
致
や
既
存
の

大
学

・
短
大
の
充
実
整
備
の
検
討
も
必
要
で
す
。

⑮
指
導
的
専
門
的
人
材
の
確
保

指
導
的
専
門
的
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
優
れ
た
芸

術
家
や
指
導
者
等
を
招
へ
い
す
る
「特
別
指
導
者
招
へ
い

事
業
」
を
充
実
す
る
ほ
か
、
経
験
豊
か
な
プ

ロ
デ
ュ

l

多様な文化活動の

ネットワークづくり

川
文
化
交
流
の
促
進

優
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
活
動
や
伝
統
文

化
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
来
年
、

第
十
一
回
国
民
文
化
祭
と
や
ま
%
を
開

催
す
る
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
、
県
民
の
幅

広
い
文
化
交
流
の
機
会
と
し
て
、
県
民

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
い
ま

す
。
国
際
的
な
文
化
交
流
と
し
て
は
、
国

際
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
祭
や
世
界
ポ
ス

タ
ー
ト
リ
エ
ン
ナ

l
レ
ト
ヤ
マ
、
国
際

伝
統
医
薬
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
定
評
あ

る
も
の
を
定
期
的
か
つ
継
続
的
に
開
催

し
、
富
山
独
自
の
文
化
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

⑫
文
化
産
業
の
振
興

産
業
活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
地
域
文
化
は
富
山

文
化
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も、

地
域
産
業
の
水
準
の
向
上
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
県
で
は
、
産
業
の
高
付
加
価
値
化
と
デ
ザ
イ
ン
振
興

の
拠
点
と
な
る
グ
総
合
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
ア
を

整
備
し
、
富
山
発
の
生
活
文
化
産
業
を
育
成
し
ま
す
。

⑮
地
域
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

個
人
の
技
や
才
能
な
ど
は
、
個
人
の
文
化
資
源
で
あ
る

と
と
も
に
、
地
域
の
優
れ
た
文
化
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。

個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
開
や
自
慢
の
家
庭
料
理
の

発
掘
、
趣
味
で
磨
い
た
特
技
の
伝
授
な
ど
で
県
民
が
交
流

す
る

グ
と
や
ま
文
化
一

O
O
運
動
。
を
提
唱
す
る
こ
と
に

よ
り
、
個
人
の
潜
在
的
な
文
化
資
源
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
上
地
固
有
の
文
化

資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
ら
を
地
域
活
性
化
の
資
源
と

し
て
活
用
す
る
「
文
化
の
ま
ほ
ろ
ば
(
優
れ
た
良
い
と
こ

ろ
と
い
う
意
味
の
古
語
)
事
業
」
の
展
開
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

サ
ー
や

コ
ミ
ッ
シ
ョ

ナ
ー
に
国
際
的
な

コ
ン
ク
ー
ル
、
企
画

展
な
ど
の
事
業
へ
の
協
力
、
参
加
を
求
め
る
な
ど
、
本
県
で
の

活
躍
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ゆ
芸
術
文
化
団
体
の
育
成
・
支
援

芸
術
家
輩
出
の
母
体
で
あ
り
、
県
民
の
文
化
活
動
の
基
盤

で
も
あ
る
芸
術
文
化
団
体
に
対
し
て
は
、
特
別
指
導
者
の
招

へ
い
や
資
金
・場
所
の
確
保
、
情
報
の
提
供
を
通
じ
た
芸
術
文

化
活
動
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
県
の
文
化
事
業
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

豊かな文化活動

の場づくり

州
日
常
の
活
動
の

場
の
整
備

練
習
や
創
作
な
ど
の
活
動
の

場
の
整
備
と
し
て
は
、
学
校
や

公
民
館
な
ど
身
近
な
公
共
施
設

の
活
用
促
進
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
実
施
に

は
、
地
域
の
要
望
や
施
設
の
態

様
等
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
し
ょ
う
。

⑫
発
表
の
場
の
整
備

県
内
に
あ
る
数
多
く
の
文
化
ホ

l
ル
が
、
地
域
文
化
を
育

て
、
発
信
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
と
連
携
し
た
自
主
事
業

の
充
実
が
必
要
で
す
。
魅
力
あ
る
事
業
を
行
う
に
は
、
優
れ
た

見
識
と
豊
富
な
経
験
を
持
つ
企
画
ス
タ

ッ
フ
や
、
地
域
の
文

化
活
動
を
側
面
か
ら
支
え
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
養
成

・
確
保

す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
な
お
、
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
つ
い
て
は
、
県
民
が
自
由
に
創
作
活
動
が
で
き
る
公
開
ア

ト
リ
エ
を
持

つ
参
加
型
美
術
館
の
検
討
も
進
め
て
い
く
べ
き

で
し
ょ
、っ
。

ま
た
、
こ
れ
ら
専
用
施
設
だ
け
で
は
な
く
、
街
の
中
に
も
賑

わ
い
の
舞
台
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
市
街
地
再
開
発

公
共
施
設
の
整
備
に
あ
た

っ

て
は
、
周
辺
景
観
と
の
調
和
や

地
域
特
性
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

機
能
面
の
配
慮
、
さ
ら
に
は
、
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
の
環
境

へ
の
配
慮
な
ど
、
公
共
施
設
の

文
化
性
を
進
め
る
こ
と
で
、
文

化
的
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
つ
ま
り
、
文
化
性
導
入
と
は
単
に
芸
術
作

品
を
配
置
し
た
り
著
名
な
建
築
家
に
設
計
を
委
託
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子

法
に
よ
り
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
あ
る
生

活
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
親
し

み
ゃ
す
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
な
ど
人
間

性
に
対
す
る
配
慮
と
い
っ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
文
化
化
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ

ら
を
推
進
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
個
人
や
民
間
の
建
築
物
等
に

つ
い
て
も
、
地
域
全
体
と
し
て
優
れ
た

環
境
づ
く
り
を
誘
導
し
て
い
く
こ
と
も

行政の文化化

の推進

施策の実現に向けて

A
7

白
、
人
々
は
生
活
の
一
部
と
し
て
文
化
に
親
し

み
、
文
化
活
動
を
楽
し
み
、
そ
の
中
で
精
神
的
、
肉

体
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
す
る
こ
と
に
喜
び
を
見
い

だ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
活
動
を
通

じ
て
、
精
神
の
充
実
や
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
確
立
が
果
た
さ
れ
、

心
の
豊
か
さ
が
実
感
さ
れ
て

い
く
の
で
す
。
生
活
の
基
礎
的
な
水
準
を
あ
る
程
度

達
成
し
た
と
い
う
点
で
、
富
山
は
こ
の
新
し
い
豊
か

さ
を
追
求
す
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
い
え

ん

6 

企「利賀フェ スティパル」より

事
業
の
導
入
に
よ
り
公
開
空
間
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

電
線
類
の
地
中
化
、
夜
間
照
明
設
置
な
ど
に
よ
り
、
イ
ベ
ン

ト
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
な
ゆ
と
り
を
持
た
せ
た

り
、
商
出
街
や
事
業
所
の
協
力
を
得
て
、
シ
ー
ス
ル
ー

シ
ャ

ッ
タ
ー
の
導
入
や
ロ
ビ
ー
で
の
美
術
展
開
催
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

⑩
芸
術
創
造
空
間
の
整
備

利
賀
村
に
お
け
る
劇
団
ス
コ

ッ
ト
の
活
動
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
地
域
で
の
優
れ
た
芸
術
の
創
造
は
、
県
民
の
誇
り

で
あ
る
と
と
も
に
文
化
水
準
の
向
上
に
結
び
つ
き
ま
す
。

こ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
各
地
の
ア
ト
リ
エ
村
や
創
造

工
房
の
整
備
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
銅
器
、
漆
器
、
木
彫
な
ど
本
県
の
地
場
産
業
と
芸

術
家
と
の
交
流
を
今
後
い

っ
そ
う
深
め
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

ゆ
文
化
遺
産
の
継
承
と
振
興

指
定
文
化
財
や
各
地
に
継
承
さ
れ
て
い
る
有
形
、
無
形

文
化
財
の
保
存
継
承
に
努
め
る
と
と
も
に
、
博
物
館
に
つ

い
て
も
、
人
々
の
余
暇
活
動
や
学
習
・研
究
の
場
、
全
国
や

世
界
に
向
け
て
文
化
情
報
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
の
整

備
・
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

必
要
で
す
。
県
で
は
、
「
う
る
お
い
環
境
と
や
ま
賞
」
や
「
花

と
緑
の
街
か
ど
賞
」
な
ど
を
設
け
、
優
良
事
例
に
対
す
る
顕

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

4岸i度川せせらぎ公園(福岡町)

V金屋通り (高岡市)

ま
す
。文

他
の
振
興
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、

文
化
活
動
の
主
人
公
で
あ
る
一
人
ひ
と
り
の
県
民

が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
体
性
を
も
っ
て
積
極
的
に
文
佑
に

親
し
も
う
と
す
る
情
熱
を
持
つ
こ
と
で
す
。
県
で
は
、

合
後
も
県
民
の
自
由
な
文
化
活
動
を
尊
重
し
つ
つ
、

県
民
や
企
業
、
箇
体
、
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
の

も
と
、

H

文
化
の
香
り
高
い
ふ
る
さ
と
富
山
H

の
実
現

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

7 



思

~

す

，
遠
い
夜
の
海
鳴
り

ガ一
面
ス
戸
を
ふ
る
わ
せ
た
鈍
い
響
き

ゅ
な
か
の
は
は
が
いいう

回
り
波
や

奇
心つ
じ
き
雪
ね
ψ

^ な

波

は

よ

せ

打
ち
す
…、
え
る
よ
う
に
波
が
か
え
っ
て
ゆ
く

危
う
い
文
明
を
駆
け
急
ぐ
人
人
に

古
代
の
う
ね
り
を
伝
え
て
飛
恥
く
の
込

堪
え
き
れ
な
い
も
の
を
解
き
放
っ
て

噴
き
あ
が
る
海
の
炎
を

視
で
い
る
あ
れ
ば
誰
だ
ろ
う

ち
い
き
な
海
鳥
の
か
た
ち
し
て

富山湾の“寄り回り波..(富山市水橋)撮影/松 田 勉 詩 /池田瑛子

写真プレゼントについては16ページ参照



ス
イ
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
。
ア
ロ

l
ザ
。
と
友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る
イ

オ
ッ
ク
ス
・
ア
ロ

i
ザ
。
ス
イ
ス
と

い
え
ば
長
い
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
が
思

い
浮
か
ぶ
が
、
自
ら
そ
の
制
作
を
手
が
け
て
い
る
の
が
、
イ
オ
ッ
ク
ス
・

ア
ロ

l
ザ
の
コ
テ

l
ジ
、
イ
オ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ア
ル
ト
支
配
人
の
山
崎
直

政
さ
ん
で
あ
る
。

「木
を
使
っ
て
何
か
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

一
昨

年
イ
ベ
ン
ト
で
富
山
を
訪
れ
て
い
た
神
奈
川
県
の
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
ク

ラ
ブ
の
演
奏
を
聴
い
て
、
ぜ
ひ
製
作
し
て
み
よ
う
と
思

っ
た
ん
で
す
」
。

雪
の
重
み
で
根
元
が
曲
が
っ
た
立
山
杉
を
半
分
に
割
っ
て
内
と
外
を

削
り
、
よ
く
乾
燥
き
せ
た
後
、
双
方
を
接
着
す
れ
ば
出
来
上
が
り
。
全

長
は
三
・四
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
昨

年
暮
れ
製
作
に
取
り
か
か
り
、
七
月

末
ま
で
に
四
本
が
完
成
し
た
。
「数

ミ
リ
の
厚
さ
に
木
を
削
る
ん
で
す

が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
ん
で

す
。
ま
た
、
乾
燥
段
階
で
木
が
微
妙

に
伸
ぴ
縮
み
す
る
の
で
、
接
着
す
る

時
に
う
ま
く
合
わ
な
い
こ
と
も
あ

る
ん
で
す
よ
」
と
苦
心
談
を
語
る
山

崎
さ
ん
。
し
か
し
、
原
木
の
形
を
そ

の
ま
ま
活
か
し
て
つ
く
る
た
め
、
削

り
具
合
に

よ

っ
て
微
妙
に
響
き
が

違
う
の
も
魅
力
だ
そ
う
だ
。

「
こ
こ
を
訪
れ
た
人
が
気
軽
に
製

作
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
面

白
い
で
し
ょ
う
ね
」
と
山
崎
さ
ん
は

目
を
細
め
る
。
今
月
、
イ
オ

ッ
ク
ス

ア
ロ

l
ザ
で
行
わ
れ
る
「
雪
恋
ま
つ

り
」
で
は
、
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
美
し

い
音
色
が
響
き
わ
た
る
こ
と
だ
ろ

、「ノ
。

世界的版画家、棟方志功が創作活動在行った町。愛染苑や

光徳寺には彼の作晶が多数展示されている。また、木製パッ

トや石の盃、米菓も有名。

医王山山麓のイオックス・アローザ‘は、スイス風のスキー

リゾート。また、立野ケ原では、春にはいちご狩り、秋には

いも掘りができる。

E盟置匪翠

盲
目

面積

人 口

人口 21，195人

4

司
コ
テ

l
ジ

イ
オ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ア
ル
ト

アルプスの穏やかな音色が
アルプホルンづくり

』
F

山
崎
さ
ん
の
手
に
よ
る
ア
ル
プ
ホ
ル
ン

(平成 7年 9月|日現在)

...山崎直政さん

』

F
南
砺
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
会
望

10 

y
社
会
の
輸
を
広
げ
る

南
砺
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

レ

近
年
、
ご
み
の
増
加
や
多
様
化
な
ど
、
生
活
廃
棄

物
を
取
り
巻
く
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
そ
ん

な
中
、
ご
み
の
再
生
利
用
を
目
指
し
た
全
国
で
初

め
て
の
公
的
施
設
、
「
南
砺
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
」
が
、
今
年
四
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
。

「地
域
の
環
境
に
与
え
る
影
響
を
考
え
、
ご
み
を

で
き
る
だ
け
再
資
源
化
で
き
る
施
設
を
目
指
し
ま

し
た
」
と
同
セ
ン
タ
ー
所
長
の
西
村
潔
さ
ん
。
こ
の

施
設
の
最
大
の
特
徴
は
、
よ
」
み
固
形
燃
料
化
シ
ス

テ
ム
。
を
導
入
し
た
こ
と
に
あ
る
。
可
燃
ご
み
は
、

粉
砕
、
乾
燥
、
成
形
な
ど
約
三
十
分
の
工
程
を
経

て
、
石
炭
並
み
の
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
ク
レ
ヨ
ン
状
の
固
形
燃
料
に
変

え
ら
れ
る
。
「固
形
燃
料
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

や
す
ら
ぎ
荘
で
、
冷
暖
房
や
給
湯
に
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
城
端
町

や
井
口
村
の
公
共
施
設
等
で
も
熱
資
源
と
し
て
使
用
し
て
い
く
予
定
で

す
」
。
な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
み
固
形
燃
料
化
プ
ラ
ン
ト
の
ほ
か
、
可

燃
性
粗
大
ゴ
ミ
や
不
燃
物
の
再
生
・資
源
化
を
凶
る
か
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

プ
ラ
ン
ト
ペ
不
用
品
の
補
修
や
修
理
を
行
う
再
生
作
業
場
な
ど
を
備
え
る

グ
管
理

・
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
。
か
ら
な
る
。

「稼
働
以
来
、

二
百
五
十
以
上
も
の
団
体
が
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
」
。

そ
ん
な
西
村
さ
ん
自
身
、
講
演
会
等
で
全
国
を
飛
び
回

っ
て
い
る
そ
う
だ
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
機
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
が
全
国
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

...西村潔さん

-守

酒
を
通
じ
て
地
域
交
流

成
政
ト
ラ
ス
ト
吟
醸
の
会

日
本
酒
好
き
が
会
員
と
な
り
、
資
金
を
出
し
合
っ
て
蔵
元
に
自
分
た
ち

だ
け
の
酒
を
仕
込
ん
で
も
ら
う
。
そ
ん
な
シ
ス
テ
ム
を
全
国
で
初
め
て
考

案
し
、
町
唯
一
の
酒
蔵
を
支
援
し
て
い
る
が
『成
政
ト
ラ
ス
ト
吟
醸
の
会
』

で
あ
る
。

「原
料
や
製
造
方
法
に
こ
だ
わ

っ
た
旨
い
酒
を
飲
み
た
い
人
と
、
良
い

酒
を
思
い
き
り
つ
く
り
た
い
人
の
協
力
の
上
に
会
が
成
り
立
っ

て
い
る

ん
で
す
」
と
語
る
の
は
会
長
の
加
藤
昭

一
さ
ん
。
昭
和
六
十

一
年
に
約
百

人
の
会
員
で
始
ま

っ
た
同
会
だ
が
、
今
で
は
全
国
に
五
百
人
弱
の
会
員
を

抱
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
同
様
な
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
も
次
第
に
増

え
、
全
国
に
約
八
十
グ
ル
ー
プ
あ
る
と
い
う
。

こ
の
活
動
発
祥
の
地
で
今
年
六
月
末
、
全
国
の
グ
ル
ー
プ
聞
の
交
流
を

深
め
よ
う
と

「第

一
回
全
国
酒
蔵
ト
ラ
ス
ト
サ
ミ

ッ
ト
」
が、

全
国
十
八
県
か
ら
二
百
人
余
り
の
参
加
の
も
と
開
催
き
れ
た
。

「
グ
ル
ー
プ
の
活
動
報
告
や
酒
蔵
支
援
の
方
策
、
活
動
の
活
性

化
な
ど
に
つ
い
て
熱
い
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
」
。
ま
た
、
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
全
国
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
た
吟
醸
酒
を
飲

み
交
わ
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
同
士
の
懇
親
を
深
め
た
そ
う
だ
。

「全
国
の
グ
ル
ー
プ
と
更
に
交
流
し
て
酒
文
化
を
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
ね
L

と
語
る
加
藤
さ
ん
、
グ
酒
蔵
ト
ラ
ス
ト
。

は
着
実
に
広
が
り
、
今
後
、

地
域
交
流
に
も
一
役
買
っ

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

...完成した r自分たちの酒」を

味わう開吟祭

1 1 



黒
部
川
上
流
の
高
熱
隆
道
か
ら
熱
水
と
酸
性
ガ
ス
が
噴
出
し
て
、
黒

四
ダ
ム
と
発
電
所
の
建
設
に
必
要
な
電
力
を
下
流
か
ら
導
く
電
線
の

被
覆
を
腐
食
す
る
の
で
、
酸
性
物
質
の
正
体
の
分
析
依
頼
を
受
け
た
。

も
う
雪
が
積
り
始
め
た
現
場
に
ガ
ラ
ス
器
具
や
試
薬
を
運
び
込
ん
で

の
測
定
で
あ
っ
た
。
同
じ
頃
、
富
山
市
岩
瀬
地
区
に
合
成

繊
維
工
場
の
誘
致
に
先
立

っ
て
、
市
か
ら
大
気
質
測
定
の

品
v
h

、p
り

依
頼
を
受
け
、
火
の
見
櫓
上
で
の
空
気
採
取
を
し
た
。
古

典
的
化
学
分
析
で
初
心
の
私
に
は
納
得
し
易
く
、
有
機
合

成
研
究
に
明
け
暮
れ
た
当
時
の
私
に
は
清
新
で
有
用
な

道
草
で
、
興
味
も
あ

っ
た
。

数
年
後
に
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
と
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
に検

¥

【先取り情報⑧】
県内6つの主催会場の花の見頃を会期 とし

て、これらを順次リレーして開催する 「彩 りと

やま緑化祭'96J。前回に引き続きテーマ会場を

紹介します。

第四回全国都市緑化とやまフェア

彩りとやま緑化祭'9B
135日間

テーマ会場

県民公園太閤山ランド会場(小杉町黒河)

平成日年4月20日出-9月1日(日)
建設省
富山県・高岡市・砺波市・財都市緑化基金

全体会期

提唱

主催

-会期/平成8年6月刊 日(土)-----7月刊日(木)

全国育数のあじさい園や、ふるさとパレス、いきいき広場など

のJET記念施設を活力し、 「みどりと戸ート」をテーマに開催

します。
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大
気
、
水
、
生
物
、
土
壌
の
順
に
流
動
的
か
ら
固
定
的
と
な
る
が
、

こ
れ
は
変
動
す
る
時
間
の
ス
ケ
ー
ル
の
問
題
で
、
永
い
時
間
で
は
土
壌

も
ま
た
変
化
す
る
。
汚
染
質
の
測
定
に
は
、
参
考
に
人
間
活
動
に
よ
る

汚
染
を
受
け
な
い
昔
の
生
物
、
土
壌
の
質
的
な
情
報
が
必
要
で
あ
る
。

埋
蔵
遺
跡
発
掘
の
際
に
生
物
、
土
壌
等
の
現
代
科
学
の
粋
を
集
め
た

分
析
デ
l
タ
は
聞
か
な
い
。
以
前
に
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
等
が
発
表
し
た
人

間
と
動
物
の
諸
器
官
や
種
々
の
食
品
等
広
範
な
試
料
の
発
光
分
析
法

で
の
詳
細
な
分
析
が
、
重
金
属
汚
染
の
解
析
に
大
変
参
考
と
な

っ
た
こ

と
に
照
ら
し
、
郷
土
の
過
去
の
生
物
(
食
物
そ
の
他
)
や
土
壌
の
分
析

値
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
今
か
ら
で
も
単
に
活
染
質
だ
け

で
な
く
通
常
基
本
項
目
に
つ
い
て
、

『
県
内
で
の

環
境
化
学
で
思
う
」

放
送
大
学
富
山
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
長

野
村

関
わ

っ
て
萩
野
医
師
と
患
者
さ
ん
に
お
会
い
し
た
。
私
は

直
接
的
な
骨
影
響
調
査
卜
刀
法
と
し
て
骨
の
組
織
培
養
を

思
い
立
ち
、

医
学
、
生
物
学
の
方
々
の
教
え
を
仰
い
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
薬
学
部
宮
原
龍
郎
博
士
等

か
成
果
を

挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
重
金
属
を
濃
縮
す
る
腎
臓
メ
タ
ロ

チ
オ
ネ
イ
ン
の
測
定
を
臨
床
検
査
に
役
立
て
る
ア
フ
ィ

ニ
テ
ィ
ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

ィ
の

適
用
を
考
え
た
が
着
手

で
き
な
か

っ
た
。
当
時
の
私
に
は
難
問
に
過
ぎ
る
課
題
で
も
あ

っ
た
。

汚
染
土
壌
の
採
取
に
は
、
数
理
統
計
学
者
と
地
質

・
土
壌
学
者
に
教

わ

っ
て
実
施
し
、
機
器
分
析
の
実
施
と
結
果
の
検
定
も
厳
密
に
行

っ

た
。
野
外
調
査
に
も
基
礎
的
課
題
は
山
積
す
る
と
痛
感
し
た
。

テーマ会場

県民公園頼成の森会場 (砺波市頼成)

-会期/平成 8 年 6 月 21 日(金~---- 6月30日(日)

森に固まれ豊かな自然と調和し芝公園で、全国育数のハナ

ショウフ、の名所としての特長を活かしなガ、ら、「みどりと自然J

をテーマに開催します。

-・・主な見どころ・・・
• 70万株のハナショウフ、ガ咲く全国有数の水生植物園

・ハナショウフ、のすべてがわかる「戸イリスワールド」

(花しようぶの館〉

・趣昧の園芸講座や木工ランド、自然観察会など、各種講習会

の開催

・入場料/無料

-・・主な見どころ・・・
・2万株以上の7フジサイガ咲きほこる 「あじさい園Jやヘメロ

力リスのお花畑

・美しい自然に調和しだ 「野外造形展」

・世界のかだつむりを紹介する iMYマイ・ ランドJ

・入場料/無料

昇

企放送大学富山地域学習センター

主
要
産
物
や
代
表
地
質
の
長
期
に

わ
た

っ
て
の
分
析
値
の
蓄
積
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
は
や
が
て
郷
土
の
か

け
が
え
の
な
い
遺
産
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

大
気
と
本
と
米
と
魚
の
新
鮮
さ
は
富
山
県
の
誇
り
で
あ
り
、
今
後
も

継
承
す
べ
き
資
産
で
あ
る
。
こ
の
遺
産
を
維
持
し
、
.
そ
の
実
証
は
食
品

科
学
的
に
も
解
析
さ
れ
て
よ
い
。

遠
く
地
球
か
ら
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
逃
避
し
て
の
生
き
が
い
は

異
常
で
あ
り
、
足
元
の
長
所
を
根
本
か
ら
見
付
け
直
し
た
い
。

県
民
の
方
々
が
県
の
長
所
、
ご
自
身
の
長
所
、
生
き
甲
斐
を
見
付
け

直
し
て

「生
と
死
」
を
超
え
て
の
人
間
性
の
発
揮
を
目
指
す
場
と
し
て
、

放
送
大
学
を
ご
利
用
項
き
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

目面白諸白面司

全国都市緑化とやまフ工戸事務局

干 933高岡市本丸田7-1 (本丸会館内〉

宮 0766-25-1510

ts<?2ク合窃包ü@臼Q~寝fj[/
r彩りとやま緑化祭'96.>>で日頃の成果を発表しようf

音楽、舞踊、演劇、伝統芸能からスポーツまで、幅広いジャ

ンルの参加者を募集しています。個人、団体は聞いません。

どしどしご1isi募くだ、さい。

・参加場所 メイン会場/高岡古城公園会場

まだは高田おとぎの森公園会場

メイン会場会期(平成8年7月↑2日間"'9月↑日(日))の平日

平成7年竹月 30日(柄 当日消印育郊

各市町村役場、公民館などに備{寸けの参加申込

書により、全国都市緑化とやまフェア事務局ま

で郵送してください。

-参加期間

・応募締切

・応募方法

抽選でソウル航空券フ。レセ守ン卜など、多くの特典が付-いたメ

イン会場前売入場券(高岡古城公園会場・高岡おとぎの森公園

会場)が好評発売中です。入場券は、主な旅行代理庖、プレイ

カ、イド、 JR駅、コンビニエンスストアでご購入いただ くか、

町内会などからの 「回覧申込書」により申込み下さい。

おトクなメイン会場前売入場券

好評発売中/

区分
ゴールドパスポート グリーンチケット 当日入場券

(全期開通用入場券) (前売普通入場券)

大人 前売 2，500円 前売 1，200円 1，500円

高校生 // 1，200円 // 600円 800円

小・中学生 // 600円 // 300円 400円

※ゴールド‘パスポートは、メイン会場の会期中(平成8年7月12日同~
9月|日(日))、両会場に何度も入場できる大変お卜クな入場券です。
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百県からのお知らせ
nformation 

県
立
近
代
美
術
舘
企
画
展

加
山
又
造
展

加
山
又
造
は
、
新
し
い
日
本
画
創
造
に
挑
み
続
け
る
、
現
代
日
本
画

壇
を
代
表
す
る
作
家
で
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
初
期
か
ら
近
年
に
い
た
る
日
本
画
の
代
表
作

に
、
素
描
、
版
画
を
加
え
た
即
余
点
在
展
示
し
、
加
山
芸
術
の
軌
跡
を

た
ど
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
展
開
を
示
し
ま
す
。

会

期

川

月

2

日

同

1
日
月
げ
目
的問

休
館
日
月
曜
日

観
覧
料
一
般

8
5
0
(
6
5
0
)
円

高
校
・
大
学
生

6
0
0
(
4
5
0
)
円

小
・
中
学
生

3
5
0
(
3
0
0
)
円

(
)
内
は
初
名
以
よ
の
団
体
料
金

県
立
近
代
美
術
館

2
0
7
6
4
l
引
l
7
ー
ー
ー

問
合
せ

い
き
い
き
と
や
ま
・
第
8
回
健
康
と
長
寿
の
祭
典

人
生
田
年
時
代
に
お
け
る
生
き
が
い
づ
く
り
や
日
常
の
健
康
づ
く

り
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

開
催
テ
ー
マ
「
こ
こ
ろ
も
心
も
き
ら
め
い
て
」

日

時

ハ

月

8
日
附
1

9
日
同

旧
時
(
〉
同
時

場
所
富
山
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
、
ロ
ビ
ー
ほ
か

内
容
〔
8
日
〕
表
彰
滝
沢
卓
氏
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
演
奏

な
だ
い
な
だ
氏
の
講
演

〔9
日
〕
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
等

〔
両
日
〕
保
健
・
医
療
・
福
祉
展
示
や
高
齢
者
作
品
展
示
、

研
修
等

S
マl
ク
の
つ
い
た
お
屈
で
は
、

3
つ
の

S
を
お
約
束
し
ま
す
。

S
マ
ー
ク
は
、
厚
生
大
臣
許
可
の
標
準
営
業
約
款
制
度
に
従
っ
て

営
業
し
て
い
る
お
居
の
表
示
で
す
。
こ
の

S
マ
ー
ク
を
庖
頭
に
揚
げ

て
い
る
理
容
庖
・
美
容
庖
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
庖
な
ら
、
約
款
に
定
め
ら

れ
た
標
準
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

s
t
a
n
d
a
r
d
(
標
準
)

確
か
な
技
術
。
お
客
さ
ま
に
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
別
・
内
容
を

明
確
に
表
示
し
、
そ
の
実
施
を
お

約
束
し
ま
す
。

s
a
f
e
t
y
(
安
全
)

ま
か
せ
て
安
心
。
万
一
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
お
客
さ
ま
に
は
速

や
か
に
円
滑
な
損
害
賠
償
を
行
い

ま
す
。

s
a
n
i
t
a
t
i
o
n
(
衛
生
)

美
し
く
清
潔
に
。
厳
し
い
管
理
基

準
に
従
い
、
お
客
さ
ま
に
気
持
ち

の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
お
約
束
し
ま

す
。

-'-:}!l.壬・7~~1~:階礼~・・
・県政について

県民相談

対

象

問
合
せ

一
般
県
民
(
参
加
無
料
)

例
富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財
団

2
0
7
6
4
1明
記

1
6
0
1
0
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第

8
固
と
や
ま
県
繊
維
フ
ェ
ア
開
催

「
と
や
ま
ニ
ュ
ー
せ
ん
い
・
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
内

の
繊
維
製
晶
等
を
紹
介
し
ま
す
。
企
業
展
示
の
ほ
か
、
田
最
新
水
着

シ
ョ
ー
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
抽
選
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
沢
山
。
み

な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。
(
入
場
無
料
)

日
時
日
月
ハ
日
出

1
げ
は
日
目
旧
時
f

〉
げ
時

場
所
富
山
県
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

(高
岡
テ
ク
ノ
ド
ー
ム
)

(
特
別
)
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

〈〉
児
童
扶
養
手
当

支
給
要
件

次
に
あ
て
は
ま
る
児
童
(
ほ
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
3
月
引

日
ま
で
の
方
ま
た
は
却
歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
方
)

を
監
護
し
て
い
る
母
、
あ
る
い
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
等

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

①
圏
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

②
母
ま
た
は
養
育
者
が
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
母
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
(
婚
姻
の
届
は
し
て
い
な
い
が
、
事
実

上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
も
の
も
含
む
)
等

な
お
、
支
給
要
件
に
あ
て
は
ま
っ
た
日
か
ら

5
年
以
内
に
認
定

の
請
求
を
し
な
い
と
手
当
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

。
特
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
要
件

精
神
ま
た
は
身
体
に
中
度
以
上
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

(
初
歳
未
満
)
を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
あ
る
い
は
養
育
者

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

.

※
た
だ
し
、
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
手
当
も
A

フ
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
福
祉
課
窓
口
に

て
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
な
お
、
請
求
者
及
び
扶
養
義

務
者
の
所
得
に
よ
る
手
当
の
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
町
村
役
場
福
祉
課
窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

届
出
事
項

①
使
用
の
本
拠
の
位
置

②
保
管
場
所
の
位
置

③
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
次
の
事
項

(
車
名
、
型
式
、
車
体
番
号
、
車
体
の
長
さ
、

問
合
せ

県
警
察
本
部
交
通
規
制
課
、
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署

そ
の
他

平
成
は
年
か
ら
は
、
高
岡
市
が
軽
自
動
車
の
届
出
地
域
に
新
た
に

加
わ
り
ま
す
。

幅
及
び
高
さ
)

個
人
事
業
税
の
納
期
の
お
知
ら
せ

-
H月
は
個
人
事
業
税
(
第
二
期
分
)
納
付
の
月
で
す
。

県
税
事
務
所
か
ら
お
送
り
し
た
納
付
書
に
よ
り
、
日
月
初
日
ま
で

に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
県
税
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
下

さ
い
。

-
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

個
人
事
業
税
・
自
動
車
税
に
は
、
公
共
料
金
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
で
簡
単
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
県
税
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

-物価ダイヤル

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話く

ださい。 fi(0120) 16-7400 (県庁県民生活課内)

・消費生活については

消費生活センター

富山市安住町 7-旧安住町第一生命ピル内

(一般相談は〉 合 (0764)32-9233 
(金融相談は> fi (0764) 32-3252 

消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町 7-1:本丸会館内

・受通事敵については

富山県交通事故相談所東別館 1措

置ま (0764) 3ト4111内44凹
・相談 110番
家庭問題 ・悪質商法 ・寛せい剤など、どんな相談に

も応じます。ヨニ ワルイヒ トナシ

fi (0764) 4 2 -0 1 1 0 
・シルバー110番

高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター

富山市舟橋南町 5-14 社会福祉会館内

宮 (0764) 4 1 -4 1 1 0 
・よい子の育児電話相談

子育てに関して心配や悩みはありませんか。どんな

ことでもお気軽にお電話ください。

E (0764) 3 3 -4 1 5 0 (県庁生涯学習室内)

E歪$(1)*"~=~-~ 
見て、聞いて、ご意見をお寄せくださし1。

・テレビ広報

・チューリップテレビ 毎週土曜日刷9: 25-9 : 40 
「ふるさとトーク」

・富山テレビ毎週日曜日 AM9: 00-日:30 
r112万人のひろばークイズ/フォー力ス ・イン」

・北日本版送

毎週日曜日 AM 11 : 00-11 
「こんにちは富山県です」

11/5 伝統工芸の魅力

11/12 広がる情報交流

11/19 青少年のすこやか育成

11/26 私たちのふるさとづ‘くり

・ラジオ広報

.FMとやま「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をクリアなサウンド

でおとどけします。

毎週月~金曜日 AM 9 : 50-9 : 55 
・新聞広報

・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日

毎月第 2、最終土曜日

「県からのお知らせ」

-錨怯lli回 調 司=}唱・

富山市新総曲輪卜7(県庁内)

宮 (0764)3ト4111刊
31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父 211(総合庁舎内)

fi(0766)21-9411間
魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311 (f'c) 

砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

fi (0763) 33-5151附

fi (0766) 25-2777 

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺;浸地方県民相談室

平
成

7
年
度
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

内

，晶司

骨

講
演
「
今
、

問
わ
れ
て
い
る
私
た
ち
の
く
ら
し

ー
消
費
の
原
点
を
さ
ぐ
る
|
」

講
師
側
ア
イ
デ
ィ
ア
・
パ
ン
ク
代
表
取
締
役
社
長
佐
橋
慶
氏

ハ
月
8
日
制

午
後
|
時
初
『
分
か
ら

富
山
市
桜
町
1
1
1
1
引

マ
リ
エ
と
や
ま
7
階
オ
ル
ビ
ス

募
集
人
員
一
般
県
民
約
2
0
0
名

受

講

料

無

料

問
合
せ
・
申
込
み

富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
干
9
3
0
富
山
市
安
住
町
7
ー
は

(
富
山
安
住
町
第
一
生
命
ビ
ル
内
)

2
0
7
6
4
1明
記

2
9
4
9
困
0
7
6
4
1
引

1
2
6
3
1

場日

所時
第
白
田
富
山
県
教
職
員
美
術
展

富
山
県
内
の
教
職
員
が
、
絵
画
・
書
・
彫
刻
・
工
芸
・
写
真
の

5
部

門
を
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
方
式
で
出
品
す
る
展
覧
会
で
す
。
作
品
の
題

材
は
学
校
生
活
に
密
着
し
た
も
の
か
ら
、
海
外
の
自
然
を
テ
ー
マ
と

し
た
も
の
ま
で
幅
広
く
、
見
応
え
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日

時

平

成

7
年
U
月
辺
日
附

1
お
日
岡
山
時
か
ら

場
所
県
民
会
館
美
術
館
及
び
地
下
展
示
室

問
合
せ
県
庁
福
利
保
健
課

2
0
7
6
4
1
n
1
7
1
7
6

県
埋
蔵
文

圃唱 dレ

米崩
作ち
り診
のム
始現
ま語。屡
」

弥
生
時
代
の
米
作
り
や
社
会
の
様
子
に
つ
い
て
、
各
地
の
遺
跡
か

ら
発
売
さ
れ
た
考
古
資
料
を
通
し
て
、
日
本
人
と
米
と
の
関
わ
り
を

探
り
ま
す
。

会
期
平
成
7
年
川
月
お
日
制
(〉
日
月
お
日
同

(
会
期
中
休
館
日
な
し
)

無
料

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

2
0
7
6
4
1
M
l
2
8
1
4
 

入
館
料

問
合
せH

月
四
日
は
「

1
1
8番
の
臼
」

で
す
。

日
月

9
日
は
、
国
民
の
消
防
全
般
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識

を
深
め
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
田
年
「
1
1
9
番
の
日
」
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

「1
1
9番
の
日
」
に
は
、
県
内
の
各
市
町
村
消
防
機
関
で
広
報
活

動
や
消
防
訓
練
等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
富
山
県
消
防
防
災
課

(
2
0
7
6
4
1
M
1
3
1
8
8
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
の
保
管
場
所
届
出
が
義
務
化
し
ま
す

平
成

8
年

1
月

1
日
か
ら
、
富
山
市
が
軽
自
動
車
の
保
管
場
所
の

届
出
が
必
要
と
な
る
地
域
と
な
り
ま
す
。
届
出
、か
義
務
づ
け
ら
れ
る

軽
自
動
車
の
保
有
者
及
び
届
出
要
領
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す。届
出
が
必
要
と
な
る
場
合

①
富
山
市
内
に
使
用
の
本
拠
の
位
置
(
原
則
と
し
て
、
保
有
者
の
所
在

地
)
が
あ
り
、
軽
自
動
車
を
新
車
ま
た
は
中
古
車
で
購
入
し
た
場
合

②
軽
自
動
車
の
使
用
の
本
拠
の
位
置
を
富
山
市
内
に
変
更
し
、
か
っ

保
管
場
所
の
位
置
を
変
更
し
た
場
合

届
出
先

軽
自
動
車
の
保
管
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署

~新湊市~

30 

日 曜日 献血場所 時間

l金 八尾町役場前 12 : 30-16 : 00 

2土 富山シ市ョ「ッアピピンタグ」センター前 1 0 : 00-16 : 30 I 

3 臼 富山シ市ョ「ッアピピンタクJ、センター前 10 : 00-16 : 30 

10 日 局岡シ市ョ「ッサピテンィク」、センター前 1 0 : 00-16 : 00 

日
富山西武デパート前 1 0 : 00-16 : 00 I 

17 
大島シ町ョ「ッアピプンリクオ、セ」ンタ 前 10 : 00-16 : 00 

24 日 富山シ市ョッ「八ピイントグマセト呉ン羽タ索ー活前」 1 0 : 00-16 : 00 

29 金 富山シ市ョ「ッアピピンタソグセンター前 1 0 : 00-16 : 00 

30 土 富山西武デパート前 10: 00-16 凹

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞・

テレビの街頭献血案内等でご確認下さい。

。富山県赤十字血液センターでは、毎土曜日及び第 E・第
4日曜日も開所し(祝祭日除く)、献血を受け付けていま

す。 (受付時間 9:00-16: 45) 
富山県赤十字血液センター

富山市飯野田一1TEL (0764) 5ト5555
15 



「
テ
ン
セ
ル
」
っ
て

ど
ん
な
商
晶
?

日川十
宇奈月町ま迎え~ おおベて

h
E
'

ス

ツ

を

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

に

出
し
た
と
こ
ろ
、
変
色
し

句
、

“
，

て
一
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屈
は

「
テ
ン
セ
ル
」

，vty、
だ
か
ら
色
、
か
落
ち
た
と
言
い
ま
す
。
テ
ン
セ
ル
と
は
ど
ん

な
繊
維
な
の
で
し
ょ
う
か
?

h
B
V

テ
ン
セ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、

‘
‘
晶
、

，
は
原
綿
を
輸
入
し
て
製
品
化
し
て
い
ま
す
。

r

lJ
V
、

一
ア
ン
セ
ル
は
レ

ー
ヨ
ン
と
同
じ
く
天
然
パ
ル
プ
を
原
料
と

し
て
い
ま
す
が
、
原
料
の
パ
ル
プ
を
直
接
溶
剤
に
溶
か
し
紡

糸
す
る
も
の
で
、
製
造
工
程
が
簡
単
な
う
え
、
使
用
溶
剤
が
再
利

用
で
き
る
の
で
廃
棄
物
が
な
く
、
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
ロ
ジ
ー

繊
維
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ン
セ
ル
と
は
商
標
名
で
、
繊
維
名
が
正
式
に
決
ま

っ
て
い
な

い
た
め
、
品
質
表
示
法
の
表
示
は
ρ

繊
維
素
繊
維
(
指
定
外
)

d

と

な
り
、
こ
の
表
示
に
(
テ
ン
セ
ル
)
を
付
記
す
る
こ
と
も
認
め
て
い

ま
す
。

強
度
が
綿
よ
り
強
く
、
レ
ー
ヨ
ン
の
よ
う
に
濡
れ
た
と
き
の
強

度
低
下
や
収
縮
も
少
な
く
、
し
わ
に
な
り
に
く
い
と
い
う
特
性
が

あ
る
た
め
、
家
庭
で
も
水
洗
い
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
テ
ン
セ
ル
だ
か
ら
色
落
ち
す
る

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
素
材

の
た
め
、
濡
れ
て
擦
れ
る
と
毛
羽
立
っ
て
白
く
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
昨
今
は
や
り
の
着
古
し
を
楽
し

む
目
的
で
染
め
ら
れ
て
い
る
商
品
で
は
、
洗
濯
を
繰
り
返
す
た
び

に
染
料
が
徐
々
に
脱
落
し
て
く
る
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

手
洗
い
の
場
合
は
中
性
洗
剤
を
用
い

、
裏
返
し
て
ぬ
る
ま
湯
で

押
し
洗
い
し
た
後
、
柔
軟
剤
を
入
れ
て
す
す
ぎ
ま
す
。

ア
イ

ロ
ン

は
中
温
で
当
布
を
使
っ
て
下
さ
い
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話

0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話

0
7
6
6
(お
)
2
7
7
7

日
本
で

(但

)
9
2
3
3

16 

一
人
に
一
台
パ
ソ
コ
ン
を
持
つ
時
代
の
到
来
も
近

い
と
言
う
俳
句
ネ

ッ
ト
の
荒
木
さ
ん
。
自
分
も
一

台
と
思
う
が
用
途
が
浮
か
ば
な
い
。
パ
ソ
コ
ン
通

信
は
性
に
合
わ
な
い
し
、
仕
事
用
と
い
う
の
は
虚

し
い
。
ゲ
ー
ム
周
と
い
う
の
も
、
そ
れ
こ
そ
芸
が

無
い
。
せ
い
ぜ
い
思
い
つ
く
の
は
、
た
ま

っ
た
L

P
や
C
D
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
だ
が
、
果
し
て
パ

ソ
コ

ン
を
使
っ
て
ま
で
や
る
こ
と
か
ど
う
か
?
今

購
入
し
て
も
、
自
分
に
と
っ

て
無
用
の
長
物
と
化
す
る
の

は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。
(
K
)

朝
晩
め

っ
き
り
寒
く
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
暖
か

い
も
の
が

恋
し
い
季
節
と
な

っ
て
き
た
。
取
材
先
で
い

つ
も
感
じ
る

の
は
、
そ
の
方
の
目
の
輝
き
、
そ
し
て
温
か
な
ハ
ー
ト、

そ
し
で
お
話
に
に
じ
む
独
特
の

「味
』。『
暖
か

い
も
の
』

も
い
い
が
、
こ
れ
ら
の
方
々
を
少
し
で
も
見
習
っ
て

『暖

か
い
ハ
ー
ト
』
で
こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
も
の
だ
。
(A
)

久
し
ぶ
り
に
神
戸
を
訪
れ
た
。
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
八
か

月
あ
ま
り
。
復
旧
は
急
ピ

ッ
チ
で
進
ん
で

い
た
が
、
三
宮

そ
ご
う
が
未
だ
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い
る
の

を
見
て
、
震
災
の
す
さ
ま
じ
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。

と
こ
ろ
で
、
地
震
活
動
に
は
一
定
の
周
期
性
が
あ
る
と

も
い
わ
れ
る
。
富
山
で
は
幸

い
長
い
間
震
災
に
見
舞
わ
れ

て
い
な

い
が
、
今
で
は
か
え
っ
て
そ
れ
が
不
気
昧
だ
・:
。

(Y) 

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真
を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X 18 
センチ)でプレゼン卜します。希望される
方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込
みください。12月25日消印有効です。

日圃圃函固

写富
真山

11プ県
月レ広
号ゼ報
係ン課
あ卜
て

氏
名

住
所

電

話
本
誌
を
読
ん
だ
感
想

お
り
た
て

十
一
月
二
十
日
、
宇
奈
月
町
下
立
地
区
で
は
、
田
を

守
る
神
で
あ
る
え
び
す
神
が
、
遠
く
の
出
稼
ぎ
先
か
ら

帰
っ
て
く
る
と
い
う
P

お
お
べ
っ
さ
ま
(
え
び
す
)
迎
え
'

の
神
事
が
行
わ
れ
る

D

祭
礼
当
日
の
夕
刻
、
各
家
庭
の
玄
関
先
で
は
、
実
際

そ
の
場
に
は
い
な
い
え
び
す
神
に
「
長
い
間
ご
苦
労
さ

ん
で
し
た
。
さ
あ
ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
葉

を
か
け
な
が
ら
、
家
に
迎
え
入
れ
る
光
景
が
見
ら
れ
る
。

迎
え
ら
れ
た
え
び
す
神
は
、
ま
ず
神
棚
で
一
服
し
た
後
、

風
呂
へ
案
内
さ
れ
、
「
あ
つ
い
で
し
ょ
う
か
ね
、
ぬ
る
い

で
し
ょ
う
か
ね
」
と
湯
加
減
を
気
遣
わ
れ
な
が
ら
、
長

い
や

旅
の
疲
れ
を
癒
す
。
そ
の
頃
、
広
間
で
は
、
二
股
大
根

(
え
び
す
大
根
)
や
生
鯛
ニ
匹
、
お
ひ
ら
(
人
参
・
ご
ぼ

う
・
里
芋
・
大
根
・
油
揚
げ
等
の
煮
し
め
て
な
ま
す

い
わ
し

(
大
根
と
鰯
)
と
い
っ
た
山
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
つ

た
豪
華
な
祝
膳
が
用
意
さ
れ
る
。
え
び
す
神
が

風
呂
か
ら
上
が
り
、
広
間
の
上
座
に
案
内
さ
れ

る
と
家
族
一
聞
が
顔
を
揃
え
、
一
年
間
の
苦
労

ね
ぎ
ら

を
労
う
。
し
ば
ら
く
し
て
食
事
を
終
え
た
と
見

計
ら
れ
る
頃
、
ご
膳
を
さ
げ
家
族
で
分
け
て
食
べ
、
神
迎
え
の
神
事
は
終
わ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
神
事
の
起
源
に
つ
い
て
は
記
録
が
残
っ
て
お
ら
ず
明
確
な
説
は
な
い
。

だ
が
、
こ
の
地
域
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
家
々
で
目
に
見
え
な
い
え
び
す
神
を
祭
る
と

ま
れ

い
う
形
態
は
、
全
国
的
に
見
て
も
極
め
て
希
な
も
の
で
あ
る
。

翌
年
一
月
二
十
日
に
再
び
稼
ぎ
に
出
る
ま
で
、
え
び
す
神
は
神
欄
で
過
ご
す
と
い
わ
れ
、

こ
の
間
、
家
族
は
安
ら
か
で
満
ち
足
り
た
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
。
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“ 富山県ごともみらい館

• 

県
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報
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1
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1
3
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民
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話
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富
山
市
新
総
曲
輪

1
1
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審査方法:第 l次審査及び、第 2次審査により決定します。
一一← 応募されたデザイン画に基づいて入選作昂(8点)・E週量没三千百・
一一一: を選出します。
ー一一~1 次審査入選者には製作に必要な原材料費及び、搬・ItB骨三宮芸1・
一一一 入費等として50万円を限度に支給します。

平成 8年夏に開催する「子どもフェスタ(仮称)J会場において、
子どもたちに製作された遊具やおもちゃで実際に遊んでhもらい、
子どもたちの人気や意見を勘案しながら大賞等の賞を決定しま
す。

問い合わせ及び応募先

富山県こどもみらい館

干939-03富山県射水郡小杉町黒河 県民公園太閤山ランド内

fi0766-56-9000 困0766-56-7722

[応募・審査規定]
締 切:平成 8年 1月31日附
応募作晶:木を使った遊具・おもちゃのデザイン画(着色)

子どもたちの夢や創造力をかきたて、児童館や児童遊
園などで子どもたちが実際に長期間にわたって安全
に遊ぶことのできるものです。なお、モーター等の使
用も認めます。

デザイン画の大きさは、84サイズ(25.7cm x 36 .4cm) 
賞 金:大賞 l点50万円、優秀賞 2点10万円、佳作5点5万円
審査員 (50音JII頁)
小関利紀也・・・・・....................・・国立高岡短期大学教授

小林るつ子...・H ・H ・H ・.....・H ・..…おもちゃコンサルタント
仙田 満…...・H ・H ・H ・..…...・H ・..東京工業大学教授

テリ-・スザーン…...・H ・..……こどもの域国際交流部長
福田繁雄...・H ・H ・H ・.....・H ・..……グラフイツクデザイナー
和久洋三…...・H ・..…...・H ・..……童具(おもちゃ)デザイナー
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